
数学９　連立方程式を解く過程を振り返り，考察すること（連立方程式）
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１．出題の趣旨

　事象を数学的に考察する場面において，次のことができるかどうかをみる。
・数学的に表現したことを事象に即して解釈すること
・解決の過程や結果を振り返り評価・改善すること
・事柄の特徴を数学的な表現を用いて説明すること

　事象を数学的に考察する場面では，数量の関係を捉えて方程式をつくり，それを解いて得ら
れた解や解いた過程を振り返り，事象に即して解釈することが大切である。
　本問では，ボールを投げて得点を競うゲームについて，連立方程式を用いて解く過程を振り
返り，枠の内側に当てた回数をすぐに求められる方法と連立方程式を解く過程を関連付ける場
面を取り上げた。この場面において，洋平さんの求め方における手順２ に対応する計算は，
連立方程式を解く過程のどの部分にあたるかを判断する状況を設けた。さらに，得点設定を変
えたゲームにおいて，枠の内側に当てた回数をすぐに求められる方法を考える際に，連立方程
式を解く過程を振り返り，洋平さんの求め方に加えた里奈さんの求め方の手順 ３ に含まれる
数がどんな数であるかを，事象と連立方程式を解く過程とを関連付けて説明する文脈を設定し
た。

２．調査問題の活用に当たって
（１）　設問（１）　の趣旨を生かした学習指導の工夫

　■学習指導要領における領域・内容
　〔第２学年〕　 Ａ　数と式

（1）　具体的な事象の中に数量の関係を見いだし，それを文字を用いて式に表現したり式
の意味を読み取ったりする能力を養うとともに，文字を用いた式の四則計算ができる
ようにする。
イ　文字を用いた式で数量及び数量の関係をとらえ説明できることを理解すること。

（2）　連立二元一次方程式について理解し，それを用いて考察することができるようにす
る。
イ　連立二元一次方程式の必要性と意味及びその解の意味を理解すること。
ウ　簡単な連立二元一次方程式を解くこと及びそれを具体的な場面で活用すること。
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（２）　設問（２）　の解答類型を活用した学習指導の工夫

　■学習指導要領における領域・内容
　〔第２学年〕　 Ａ　数と式

（1）　具体的な事象の中に数量の関係を見いだし，それを文字を用いて式に表現したり式
の意味を読み取ったりする能力を養うとともに，文字を用いた式の四則計算ができる
ようにする。
イ　文字を用いた式で数量及び数量の関係をとらえ説明できることを理解すること。

（2）　連立二元一次方程式について理解し，それを用いて考察することができるようにす
る。
イ　連立二元一次方程式の必要性と意味及びその解の意味を理解すること。
ウ　簡単な連立二元一次方程式を解くこと及びそれを具体的な場面で活用すること。

　設問（２）では，数量についての考察場面において，見いだした事実を説明することを求め	
ている。
　「わる数の３」がどんな数であるかを，得点設定２と連立方程式を解く過程 2 とを関連付け
て説明するものである。「わる数の３」の３は，連立方程式を解く過程２における 5x と 2x	
の差である 3x の係数であることに着目し，そのことを事象に即して解釈することで，わる数
の３について枠の内側に１回当たるごとの得点の５点と枠の外側に１回当たるごとの得点の２
点との差であることを記述する必要がある。解答類型については，次のとおりである。

【指導のねらい】
　連立方程式を解く過程を，事象に即して解釈することができるようにする。

【活用のポイント】
○	　得点設定１の場合，「枠の内側に当てた回数をすぐに求める方法」として洋平さんの
求め方が正しいことについて，連立方程式を解く過程と関連付けて説明する活動を取り
入れることが大切である。その際，次のように求め方を並べて書くなどの工夫を取り入
れることが考えられる。

〇連立方程式を用いた求め方

枠の内側に当てた回数をx回，
枠の外側に当てた回数をy回とすると，

  x＋  y ＝15　……①
3x＋2y ＝40　……②

①の両辺を 2倍すると，
2x＋2y ＝30　……③

②から③をひくと，
3x＋2y ＝40

－）2x＋2y ＝30
  x　　 ＝10

〇洋平さんの求め方を使った考え方

手順１　投げた回数の15  に，
枠の外側に１回当たるごとの得点の
２をかけて，
　15×２＝30

手順２　合計得点の40  から手順１ の
計算結果30をひくと，
　40－ 30＝10

よって，枠の内側に当てた回数は10回
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　本設問のような連立方程式を解く過程を振り返り，事象に即して解釈し，事柄の特徴を数学
的に説明することについては，洋平さんの求め方に加えた里奈さんの求め方の手順 ３に含ま
れる数がどんな数であるかを説明する際に，わる数の３がどんな数であるかを見いだすことが
できないといった解答類型０の反応率が高くなることが予想される。このことを踏まえて，次
のような指導事例を紹介する。

解答類型

解 答 類 型 正答

（正答の条件）
「〇〇は，◇◇である。」という形で，次の（a），（b）を記述しているもの。
（a） 〇〇が，「わる数の３」である。
（b） ◇◇が，「枠の内側に１回当たるごとの得点の５点と枠の外側に１回当たるごとの得点の
２点との差」である。
（a），（b）について記述しているもの。
（正答例）　・	　わる数の３は，枠の内側に１回当たるごとの得点の５点と枠の外側に１回当

たるごとの得点の２点との差である。
（b）のみを記述しているもの。
（正答例）　・	　枠の内側に１回当たるごとの得点の５点と枠の外側に１回当たるごとの得点

の２点との差である。
（b）についての記述が十分でないもの。（（a）についての記述がないものを含む。）
（例）　・　わる数の３は，差である。
（a）について記述し，（b）以外でわる数の３がどんな数であるかを正しく記述しているもの。
（正答例）　・	　わる数の３は，連立方程式を解く過程２で５x から２x をひいた式である３x

の x の係数である。
上記 4 について，（a）についての記述がないもの。
（正答例）　・	　連立方程式を解く過程２で５x から２x をひいた式である３x の x の係数で

ある。	
上記４，５について，記述が十分でないもの。（（a）についての記述がないものを含む。）
（例）　・　わる数の３は，５x と２x の差である。
　　　・　わる数の３は，x の係数である。
上記以外の解答
無解答

１

２

３

４

５

６

99
０

◎

○

◎

○

【指導のねらい】
　連立方程式を解く過程を振り返り，事象に即して解釈し，事柄の特徴を数学的に説明
できるようにする。

【授業アイディア例】

　	得点設定が変わっても，枠の内側に当てた回数をすぐに求められる方法を考えて
みましょう。
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洋平さんの求め方

手順１	 投げた回数に，枠の外側に１回当たるごとの得点をかける。
手順２	 合計得点から手順１の計算結果をひく。

１．得点設定２に変わっても得点設定１のときと同じように求められるか調べる。
得点設定２
○	　枠の内側に１回当たるごとの
得点を５点とする。
○	　枠の外側に１回当たるごとの
得点を２点とする。

洋平さんの求め方で計算すると，枠の
内側に当てた回数は 42回になったよ。

投げた回数は 25回なのに，枠の内側
に当てた回数がそれよりも多い 42回
になるのはおかしいよ。

連立方程式を使って求めると，枠の
内側に 14回，枠の外側に 11回当てた
ことがわかるね。

どうして今度は洋平さんの求め方では
求めることができなかったのかな。

手順１　	投げた回数の 25 に	
得点の２をかけると，	
25 ×２＝ 50

手順２　	合計得点の 92から	
50 をひくと，	
92 － 50 ＝ 42

枠の内側に当てた回数を x 回，
枠の外側に当てた回数を y回とすると，
　 x＋ y＝ 25
　５x＋２y＝ 92
これを解くと， x＝ 14 ， y＝ 11

２．得点設定２でもすぐに求められる方法を説明する。

得点設定１で考えたときと比べ
てみると，手	順１，２のところ
は同じようになっているよ。

３x＝ 42 の両辺を３でわる
という計算はなかったよね。

得点設定１のときは，手順２ で
回数を求めることができたよね。

そうか。ということは，洋平さんの求め
方に「手順 ２ の計算結果を３でわる」
という手順 ３ を加えればいいんだ。

得点設定が変わっても，すぐに求められる方法を考えます。得点設定１のときには，
洋平さんの求め方が正しいことを連立方程式を解く過程を振リ返って確認しましたね。
同じようにして考えてみましょう。

得点設定を右の得点設定２のように変えて，
ゲームを行います。そのとき，投げた回数が 25 回
で合計点数が 92 点でした。得点設定をこのように
変えても，枠の内側に当てた回数を洋平さんの
求め方ですぐに求めることができるでしょうか。

○洋平さんの求め方を使った考え方
　手順 １　投げた回数の25に，
　　　　　枠の外側に１回当たるごとの得点の
　　　　　２をかけて，
　　　　　　25×２＝ 50

　手順 ２　合計得点の 92から手順 １の
　　　　　計算結果 50 をひくと，
　　　　　　92－ 50＝ 42
　手順３ を新たに加える
　　　　　手順２ の計算結果を３でわると，
　　　　　　42÷３＝ 14

　よって，枠の内側に当てた回数は 14回

○連立方程式を用いた求め方

　枠の内側に当てた回数をx回，
　枠の外側に当てた回数をy回とすると，
　　　　x＋ y ＝25　……①
　　　５x＋２y＝ 92　……②

　①の両辺を２倍すると，
　　　２x＋２y ＝ 50　……③

　②から③をひくと，
　　　５x＋２y ＝ 92
　－）２x＋２y ＝ 50
　　　３x　　　＝ 42
　　　　x　　　＝ 14
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【活用のポイント】
○	　 新たに加えた手順である「手順 ２ の計算結果を３でわる。」を見いだした過程を振
　り返ったり，	文字を用いた式の意味を読み取ったりすることで，	わる数の３はどんな数
　であるかについて，事柄の特徴を捉え，それを数学的に説明することが大切である。
○　 得点設定をいろいろに変えても，枠の内側に当てた 回数をすぐに求めることができ
　るようにするために，	手順 ３ について「手順 ２ の計算結果を得点差でわればよい」
　ということを見いだす場面を設定することも考えられる。

洋平さんの求め方に新たな手順３として「手順 ２の計算結果を３でわる」を加える
ことで，	枠の内側に当てた回数をすぐに求めることがてきました。
手順３ において，わる数の３はどんな数かを説明してみましょう。

５x－２xをして３x	 がでてきた
から両辺を３でわったよね。

５－２＝３。つまリ x の係数の
差ということだね。

３は xの係数の差を表しているのですね。x の係数の５と２は何を表していますか。

５xの x の係数５は，枠の内側に
当たる得点の５点を表し，２xの
x の係数２は，枠の外側に当た
る得点の２点を表しています。

だから，わる数の３は，枠の内側
に１回当たるごとの得点の５点と
枠の外側に１回当たるごとの得点
の２点との差だといえます。

連立方程式を解く過程を振り返ることで，
新たに加えた手順３のわる数の３の意味がわかリましたね。

　　得点設定２　すぐに求められる方法

　　手順 １　投げた回数に，枠の外側に
　　　　　　 １回当たるごとの得点をかける。
　　手順 ２　合計得点から手順 １の
　　　　　　 計算結果をひく。
　　手順 ３　手順２の計算結果を３でわる。

わる数の３は，枠の内側に１回当たるごとの得点の５点
と枠の外側に１回当たるごとの得点の２点との差である。

３．得点設定１のときの洋平さんの求め方について，振り返って考察する。
得点設定１のときの洋平さんの求め方に，
手順３が必要なかったのはどうしてでしょうか。

得点設定２で得点の差が
３ということから手順３を
加えたけど，得点設定１では
どうなるかな。

得点の差は１だから，
手順 ３ として「手順 ２ の
計算結果を得点差１でわる」
が隠れていたんだね。

計算結果を１でわっても
結果は同じだから，
得点設定１で手順３が必要
なかったんだね。

得点設定１
〇　枠の内側に１回当たるごとの得点を３点
〇　枠の外側に１回当たるごとの得点を２点

　洋平さんの求め方

手順１　投げた回数に，枠の外側に
　　　　１回当たるごとの得点をかける。
手順２　	合計得点から手順１の	

計算結果をひく。

（手順３　手順２の計算結果を得点差１でわる。）
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